




























（１）A. H. Armstrong, Spiritual or intelligible Matter in Plotinus and St. Augustine, Avgvstinvs Magister : Con-









の下にある質料の期間（durée）であるという（3）。O. Du Roy は「無形相的質料」が創



















（３）J. Guitton, Le Temps et l’Éternité chez Plotin et Saint Augustin, Librairie Philosophique J. Vrin, 1933, p.138
−141.
（４）O. Du Roy, L’Intelligence de la foi en la Trinité selon saint Augustin : genèse de sa théologie trinitaire
jusqu’en 391, Études Augustiniennes, 1966, pp.276−278.
（５）森 泰男「創世記解釈としてのアウグスティヌスの質料論について」『西南学院大学文理論集』15
（2），1975, 34−35頁。
（６）Cf. A. H. Armstrong, op.cit., p 279.
（７）Ibid., p.282.
（８）É. Gilson, Introduction à l’étude de saint Augustin, paris : Librairie philosophique J. Vrin, 1949, pp.257−
258.
（９）Ibid., p.273−274.















アウグスティヌスは、詩編 115 : 15～16に表れる「天の天」（caelum caeli）を引用
して、この「天の天」が創世記 1 : 1の天であると主張する（XII, 2, 2）。「天の天」と
いう表現は、『告白録』第 12、13巻以外にも『創世記逐語注解』（I, 9, 15、I, 9, 17、




（XII, 9, 9.）であり、創世記 1 : 1の地を意味する「無形相的質料」から形づけられ
た、可視的天、物体的天（XII, 8, 8.）と区分される（XII, 2, 2.）（14）。「天の天」はすべ
ての万物と時間に先立って、創造された存在であるが（XII, 15, 20.）、完全に無形で






つ知恵として（XII, 15, 20）、理性的知性的精神として（XII, 15, 20.）、神を直接見て
──────────────
（１１）片柳栄一，前掲書，381−382頁。
（１２）A. Solignac, Les Confessions（Bibliothèque Augustinienne 13−14）, Paris : Desclée de Bouwer, 1962, p.592−
593.




神の意志が何なのかを読む（XIII, 15, 18）。アウグスティヌスは第 13巻で比喩的な表
現を用いて、「天の天」にとって神が聖書であるため（XIII, 15, 18）、「天の天」は常
に神の御顔を見ながら、時間的音節無しに神の永遠な意志を読む存在であるという
（XIII, 15, 18）。これは時間の変遷を経験することなく同時に知り（XII, 13, 16）、部分
的にではなく全体的に知り、顔と顔を合わせて知ることを意味する。
しかし「天の天」はいつでもどこでも自身の可変性を脱ぎ捨てることはできない




























































（１５）J. Pépin, Ex Platonicorum persona, Études sur les lectures philosophiques de Saint Augustin, A. M. Hakkert,
1977, p 45.
（１６）Cf. A. Solignac, op.cit.（Bibliothèque Augustinienne 14）, pp.595−596.
（１７）Ibid., p.596.
（１８）De vera religione 14, 28.
（１９）Cf. É. Gilson, op.cit., p.256.「天の天」は天使と解される。































（２１）「無形相的質料」という用語は『知恵の書』11 : 17（LXX, εζ αμορφου υλησ）のいくつかの写本に表
れ、その箇所からアウグスティヌスは引用している（A. D. Fitzgerald（ed.）, Augustine through the
Ages : An Encyclopedia（F. Van Fleteren,“Matter”）, William B. Eerdmans Pub., 1999, pp.548.）。A. -M. La
Bonnardière によると、この箇所はアウグスティヌスの七つの著作で正確に九回引用されたという
（A. -M. La Bonnardière, Biblia Augustiniana. Le livre de la sagesse, Études Augustiniennes（Paris）, 1970,
pp.87−88、295.）。



































（２３）Cf. A. Solignac, op.cit.（Bibliothèque Augustinienne 14）, p.600.
（２４）Cf. É. Gilson, op.cit., p.265.


































































源（32）ほど難問である。すでにこの問題について E. Gilson と Ph. Böhner も指摘してい
──────────────
（２７）山田 晶訳『アウグスティヌス：告白』，中央公論社，1990, 461頁の注 1。
（２８）J. J. O’Donnell, Augustine : Confessions（vol.III）, Oxford : Clarendon Press, 2000, p.347. 第 13巻の霊的本
性と物体的本性は、第 12巻の「天の天」と地の前進した解釈であるという。
（２９）De Genesi ad litteram I, 1, 3.
（３０）Ibid., I, 5, 10.




















2, 3.）、光になるため、神にすがりつき（XIII, 3, 4.）、幸せになるため、神にむかって













  VII, 24, 35.）；森 泰男，前掲書，46−47頁。；Cf. É. Gilson, op.cit., p.268−269.；金子晴勇『アウグス
ティヌスの人間学』，創文社，1982, 308頁。
（３３）E. ジルソン・Ph. べーナー，前掲書，114−115頁。
（３４）conversio については次の資料を参照。Cf. A. Solignac,（Bibliothèque Augustinienne 14）, p.613；片柳栄
一（1995）前掲書，394 頁。；M. -A. Vannier, « Creatio » et « formatio » dans les Confessions, Saint
Augustin, Paris : Cerf, 2009, pp.198−200.；山田晶（1990），前掲書，485頁の注 9。
（３５）De Genesi ad litteram I, 1, 2.
『告白録』第 12、13巻の「天の天」、「無形相的質料」、「霊的被造物」
― ９６ ―



















































































この議論を通して ad te（あなたに向けて、I, 1, 1）の存在として造られた人間も、
第 12巻の「無形相的質料」から成り立っており、その無形相的生（堕落した生）か
ら形成を受けるために、第 13巻の「霊的被造物」の一つとして conversio を行い、
観想的生へ進まなければならない（XIII, 10, 11.）というアウグスティヌスの質料理
解が浮き彫りになる。このような質料理解は、悪の原理となり直知の不能に封じられ
ているこの世界の質料（素材）と、英知的な存在として神を直知するかの所の質料と
を区分するプロティノスの思想を、独自的な聖書解釈の方法を通して人間存在の中に
組み入れて発展したものだと考えられる。そして理想的人間存在を実現する生成の過
程において、悪しき意志による悲惨な生の可能性と同時に、それを克服する善き意志
をもつ質料の姿を描くアウグスティヌスの質料理解の背景には、質料を悪と関連付け
るプロティノスとマニ教との質料観とは異なる自身の独創的な質料観を示そうとする
アウグスティヌスの意図があるであろう。
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